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トルコ共和国における文化形成と民俗音楽のステージ化
一民俗音楽楽団ユルッタン@セスレル・コロスを例に一
鈴木麻菜美※
O.はじめに一本論文の邑的
本論文はトルコの近現代における文化形成の段暗において音楽がととのように用いられてきた
かを、 トルコ国営放送トルコ・ラジオ・テレビ協会 TurkiyeRadyo Televizyon Kurumu (以下
TRT)に所属する民俗音楽楽盟ユルッタン・セスレル・コロス YurttanSesler Korosu (国土の
声合奏団)を主な対象として考察し、これによって民俗音楽 i、芸術音楽之、そして近代に入っ
てからトルコに流入し始めた西洋クラシック音楽がどのような存在であったのか、どのように扱
われていたかを究明することを目的としている。それらを究明することによって現在のトルコに
おける民俗音楽の独特の在り様の要因を知る手がかりとなると考える。
多種多様な民族を内包した国家であったオスマン帝0:lでは、支配層の宗教であり国内でも大
きな割合を占める「イスラム教」を主軸とし、イスラム教徒たちが他の宗教、他の民族を支配す
ることで国家として形を成していた。そうした「イスラム教国家Jオスマン帝毘が崩壊し、 ト
ルコ共和国へ転換した後には、 fイスラム教国家jという古い定義を払拭し、新たに fトルコ民
族 4による国家Jが目指され、同時に先進的な西洋の政治体制jや文化を取り入れた国家のf近代化J
も推し進められた。その過程において社会学者ズィヤ・ギョカルプZiyaGokalp (1876 -1924) 
らはその新しい国にふさわしい「国民の音楽jを模索し、それを構成する要素として挙げられた
のがトルコ民族に根差した音楽として民衆の「民俗音楽Jと、近代化の象徴である「西洋音楽J
であった。しかし一方でトルコは何百年も西洋、すなわちキリスト教世界と相対してきたイスラ
ム教世界に属する屈であったし、オスマン帝呂末期に流入してきた西洋の先進的な文化や技術の
影響力の大きさを自の当たりにしてもいた。そうした背景から、トルコの文化形成においては「西
洋Jと「トルコJの関の葛藤が垣関見える。その葛藤の結果のーっとして、民俗音楽の楽団であ
りながら、編成をはじめとするいくつかの要素において西洋音楽からの影響が見られるユルッタ
ン・セスレル・コロスが生まれたと考え、今回の論文に取り上げることとした。
1 .近現代のトルコにおける文化形成一西洋と東洋の狭間での葛藤
この章ではオスマン帝国からトルコ共和国への転換期から現在に至るまで行われた文化形成
の中で、音楽がどのように扱われてきたのかを見ていきたい。現代のトルコ音楽には共和国初期
の音楽に対する考え方の影響が残っている部分がある。音楽に対する考えはどのようなもので
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あったのか、またその考え方の背景には何があるのかを術搬する。
本章に入る前に本論文での「トルコの近現代Jについて定義しておきたい。例を見てみると、
新井政美の『トルコ近現代史jにおいては 1789年のセリム 3世 Selimm "(1761 -1808)の即位
を近代史の幕開けとしている九また永田雄三の f西アジア史jにおいては現代の章をトルコ共
和国新政府軍とオスマン朝との内戦末期の 1918年から始めている Jが、先の『トルコ近現代史j
においては 1923年の共和国樹立の時点を現代史の起点としてほとんとぐ疑われるべくもないとし
ている。 1908年ー から 1950年までを政治史的観点から「青年トルコ時代」とする見方品もあるが、
本論文ではオスマン帝国末期の 1789から 1923年までを近代、 1923年トルコ共和国樹立から現
在までを現代と定義することとする。
ト1.オスマン事菌末期の西洋化政策とイスラム
オスマン帝国最盛期を築いたとされるスレイマン l世の死後徐々に勢力が弱まっていたこの時
期において、どのスルタンたちも多かれ少なかれ強大な欧州の力を無視できなくなってきていた。
先に近代史の幕開けとして挙げたセリム 3世は、帝屈の再興のため西洋文化の取り込みを試
み、西洋文化への関心の先駆けとなった人物であると言える。政府の力が弱まることによって地
方分権化が進んでいた当時、再び中央集権が成る勢力を取り戻すため、彼がまず手を付けたのは
軍事体制の改革であった。彼によって 1793年に新たに配備された西洋式の装備と訓練を施す西
洋式の軍需Ijはニザーム・ジェデイード Nizam-lCedid (=新たな秩序)と名付けられ、彼の行っ
た改革そのものを表す呼び名ともなった。それとともにすでに時代遅れとなっていたイェニチェ
リYemceri9の改革にも着手するも抵抗され、さらに本来根強いイスラム色を無視しての西洋化
改革の断行やそのために行われた税徴収にイスラム知識人ウラマーや由民の不満が募り、イェニ
チェリの反乱により、セリム 3世は自身が打ち立てたニザーム・ジェデイードの廃止を約された
うえでの廃位を余儀なくされ、後に殺害された。
このように、そもそもイスラム教であることを支柱として西洋と相対してきた帝国において、
元来宿敵であるはずの西洋の文化や政治体制を取り入れることは大変な国難であり、このイスラ
ム色は後に続く改革においてもしばしば瞭害となっていく。
セリム 3.1立の思惑は潰えたに見えたが、セリム 3世の改革の有力な支持者であったアレムダー
ル・ムスタファ・パシャ AlemdarMustafa Pa~a (1765叩1808)!()が次のスルタンであるムスタフア
4.1立Mustafa N (1779-1808)を退位させ、その弟でマフムート 2世 Mahmudr (1785-1839)を即
位させたことによって、その遺志は引き継がれることとなった。従兄であるセリム 3世のみなら
ず、イェニチェリに襲撃されて自決したアレムダールの悲劇的な末路を目の当たりにした彼の改
革は慎重に進められた。彼は先の改革のようにイスラム教徒たちの反感を買わないよう、自分の
敬j菱さや伝統への敬意を示すため宗教的慣行や儀礼には忠実に従い、新たにモスクを建てもし
た。こうして 1826年マフムートが打ち出したイェニチェリの改革案では既存の軍国から選出さ
れた兵によって西洋式の新軍団が作られることとなっていた。不満を持つイェニチェリ達は先
と同様に反乱を起こしたものの、速やかに鎮圧された。そこにはイェニチェリ達の横行を疎ま
しく思っていたイスタンブル市民の協力があったとされ、「恩恵:的出来事Jと称された。こうし
て作られた新軍需IJiムハンマド常勝軍 Asakir-iMansure-i MuhammediyeJにおいて見られたの
が、軍楽隊メフテルハーネ Mehterhaneの廃止で、ある。メフテルハーネとは、オスマン帝国の常
備軍であるイェニチェリに属し、自軍の士気向上や威嚇、戦場での娯楽のために箪楽メフテル
mehter を演奏し、その音楽は平日寺にも宮廷などの儀礼に)~~¥;)られた。 1826}I三にイェニチェリが
廃止され西洋式の軍隊が新たに創設されたが、メフテルの音楽はモーツアルトの〈トルコ行進出〉
などで知られるイェニチェリの行進法に合わせた独特のリズム、そのリズムを表しやすい楽器に
よって構成されているものであり、西洋式の行進や儀礼には合わせることができなかったため、
それに合った西洋式の軍楽隊が必要となった。そのため西洋音楽の教育的機能を備えた西洋式楽
隊ムズカーイ・ヒュマユーン MUZlka-iHumuyunが 1831年に結成され、 1828年のジュゼッペ・
ドニゼッティ GiuseppeDonizetti、1847年のフランツ・リスト FranzLisztをはじめとする多く
の西洋音楽家が招持され、政府主導による音楽分野における西洋化に協力することとなり、西洋
化は一挙に進んだかに見えた。
この後 1839年から 1876年の問、西欧の市民社会の理念を導入する形で改革を目指した一連
の動きはタンズィマーティ・ハイリエ Tanzimat-lHayriye (恩恵改革)、俗にタンズイマート
Tanzimatとu乎ばれる。この改革はマフムートの長子アブドウルメヒド 1世 Abdulmejid1(1823 
-1861)によって行われた O これまでが軍寄せに関することが中心だったのに対し、この改革からは
法律、教育など一般市民の生活を左右するものとなる。この時期、ギリシアや東欧のオスマン帝
国領が欧州列強の働きかけによって次々と独立し、さらにオスマン帝国属州であったエジプトの
ムハンマド・アリ-Mubammad Ali(l769?-1849)がパシャの称号やシリアの割譲を要求するなど、
帝国の威信はますます低下していた。西欧およびロシアに対する政治的独立を維持すべく、まさ
にその「近代西欧jに学ぶことによって、それに対抗し得る力を得ょうとした。この時期に取り
入れた「近代西欧jの象徴としてドルムバフチェ宮殿 1がある。
ここまでの流れを見てみると、近現代史上のいくつかの出来事において、いかにこの留がイス
ラム勢力や西欧の影響力に左右されてきたかがわかる。この状況はイスラム教の屈でありなが
ら、アラブ地域の西端としてヨーロッパ地域に隣接する地理的環境があると考えられる。そのた
めアラブ的な文化を持ちつつも、自の前で見せつけられる「近代西歌jに魅力を感じざるを得な
かった。しかしそうした東洋と西洋の狭間での葛藤が、オスマン帝国末期に見られる混乱や誇い
を生んだともいえる。そうした経緯を経たためか、このあと見ていくように、 トルコ共和国が目
指したのはイスラムでもヨーロッパの文化で、もなく、自国の fトルコ民族Jの文化を中心とした
国であった。
1-2.トルコ共和国建国と文化形成一民族主義と「トルコ民族jの文化
オスマン・トルコ帝国が 1922年に崩壊し、翌 1923年にはトルコ共和国が成立した。新国家
トルコ共和国が呂指したのは「民族的トルコ毘家 MilliBir Turk Devletti Jであった。 トルコ音
楽研究者の演崎友絵によると、ここでいう民族的国家とは「一民族、一国家、一言語Jを意味す
る 120 すなわちただ一つトルコ民族による臨家を目指したのである。またその民族としての定
義に宗教は含まれていない。 1924年4月に制定された最初のトルコ共和国憲法には「トルコ国
家の宗教はイスラム教で、公用語はトルコ諾であるJLlとあり、!主教はイスラム教とされたが、
1926年にはイスラム法が廃止、 1928年の憲法改正で毘教に関する条項が削除、世俗主義原則が
されたことにより、イスラム教は諸宗教のーっとして個人の内面の信仰に限定された。オス
マン・トルコはミッレト市IjH を基盤とした多民族国家であり、イスラム教を国教として統合の
車]1としていたが、その!日体制を脱却しようという意図が見える。
!日体制の改変が進められたものの、アナトリア半島には最大多数派であるトルコ人のほか、
エーゲ海付近に多く居住するギリシア入、内陸部の国境付近に多いアラブ入、アルメニア人、そ
してクルド人などの少数民族を含む様々な宗教、言語、文化を背景に持つ民族が居住しており、
オスマン帝国にあった「イスラム教」という主軸を取り払ったトルコ共和国においては、様々な
エスニック・グループに分かれる国民を一つにまとめる主軸が必要であった。それらを「トルコ
民族Jとして統合するためのいくつかの象徴的な事象として利用しようと目論んだのが文化であ
り、その中でもとりわけ言語、舞踊、音楽であったと考えられる。それらを媒介としてベネデイ
クト・アンダーソンの言う「想像の共同体jとしての均質なトルコ国民を創出し、そのことによっ
て一つの民族となることを目指したのである。
トルコ共和国初代大統領ムスタファ・ケマル・アタトゥルクは近代化政策の六つの原則を「六
本の矢」として憲法上で条文化した。こうした考えは提唱者であるムスタファ・ケマルの名から
「ケマリズム(=ケマル信奉、ケマル主義)Jとも言われる。 以下にケマリズムの六原則とその実
践の例を挙げる。
{ケマリズムの六原則(六本の矢)と実践例 15]
l共和主義 Cumhuriyetcilik憲法第一条に規定され、オスマン朝の復活を排除する基本原理。例
スルタン制の廃止、共和国の宣言
畏族主義 Mlliy e tcilik トルコ民族の歴史と伝統を自覚し、愛国心と国民文化の昂揚を図る。
哲1 トルコ語文字改革、 トルコ歴史学協会設立。
民衆主義 Hall王cIlu王 農民を含め国民全体が政治的、経済、社会開発に参加し、等しくそ
の利益を持益すべきという原理。例 市民権の完全な平等化、民衆
の家の設立、民衆活動普及化
臣家経済主義 Devletcilii王 国家が率先して各種の企業を育成し運営することにより、荒廃した
経済を再建し経済的自立を達成する。例 治外法権の廃止、関税自
主権の回復、国営企業中心の工業化政策。
革新主義 InkIlapclhk イスラム的伝統への妄信的追従を排除する一方、政治、経済面での
改新を強調し、西欧社会の水準に追いつく。例イスラム伝統の排除、
婦人解放
-120 
世俗主義Laiklik 政治理念仁「他五原則を1又散する性格を有するJとみなされる世俗
化の基本原則。例:カリフ制の廃止、政教分離政策、イスラム教の
非国教化。
この中にある「民族主義」の原則に従い、 舞踊、音楽に対して行われた文化形成は、そ
れらの改変や再認識によって、 トルコ共和国の国民であり、国有の文化を持つトルコ民族である
という自覚と、さらなる文化の昂揚を iヨ指したものであった。すなわち、自分たちが独自の言葉、
独自の舞踊、独自の音楽を持つ民族であるということを由民たちに示すことで、愛国心を育て、
啓蒙に役立てようという考えである。次から音楽における具体的な文化形成の動きを見ていく。
1 -2-1. iトルコ民族jの音楽一選ばれた音楽による文化形成
トルコ共和田建国時、 トルコ国内には様々なカテゴリの音楽があったが、そのなかで fトルコ
民族の音楽Jとして認められ、積極的に推奨されたのは民謡を含む民俗音楽で、あった。それとは
反対に、排斥の対象となったのかオスマン宮廷で演奏されていた芸術音楽で、ある。その考えの基
盤となったのは社会学者で民族主義者であったズィヤ・ギョカルプZiyaGokalp (1876 -1924) 
の「国民音楽論Jであるとされる。彼は著書『トルコ主義の原理TurkculugunEsaslardにおい
て音楽に対する考えを 2ページ、に渡って論じているが、その中で次のように述べている。
今日われわれは三種の音楽と相対している。東洋音楽(=トルコ芸術音楽:引用者註)、西
洋音楽、そして民衆音楽(=民俗音楽:51用者註)である。果たしてこれらのうちどれが、我々
にとって国民的なものであろうか。東洋音楽が病んだものであり、しかも国民的でないことを
我々は見てきた。民衆音楽が我々の文化に属する音楽であり、また西洋音楽は新しい文明の音
楽であるから我々にとって無関係なものではない。ならば、我々の国民的音楽は、わが関土の
民衆音楽と西洋音楽との調和から生まれるはずである iGO
ムスタフア・ケマルも 1934年に開催された審議会において「音楽の'慣習Jについて議論になっ
た折、芸術音楽を「地方と都市の格差Jを表すものとして次のように述べている。
あなた方の音楽をアナトリアに住む村人が開くでしょうか。聴いてきたでしょうか。彼らに
はこの音楽を聴く習慣はありませんに
芸術音楽はオスマン宮廷で演奏されていた音楽で、ペルシア、アラブ、東ローマ帝患などの音
楽から影響を受けて成立したとされ、宮廷で、の担い手はペルシア人など外国人も多かった。その
ためトルコ民族主義を推進する潮流においては「アラブ的Ji前時代的Jとされた。また芸術音
楽はイスラム教神秘主義メヴレヴィー教団 18の典礼音楽であり、宮廷でも多くのメヴレヴィー
が演奏を担っていた。しかし共和国建国後、彼らの活動は政府の打ち出す世俗主義に反するとさ
れ、脱イスラム政策の一環として、 1925年に修道場(テッケ)の閉鎖とともに一切の教毘活動が
禁止されたことでメヴレヴイー教団の音楽、すなわち芸術音楽の演奏も困難になった。さらに
1926年にはイスタンフ、、ル市立音楽院で、の芸術音楽の教育が禁止されたのをはじめ、学校や公的
機関で、の教J受が禁止された。ただし国家による排斥が進む一方、イスタンブル市内では宮廷にお
ける娯楽的な歌曲が喫茶庖cayhaneやナイトクラブで演奏されたり、芸術音楽の担い手の育成
がウスキュダル音楽協会UskudarMusiki Cemiyetiに代表される民間の愛好家団体によって行わ
れたりしていた。国家による排斥が緩和されたのはイスタンブル市立音楽院に芸術音楽を専門に
演奏する楽団 TurkMuzigi Icra Heyatiが創設された 1944年のことであるが、西洋音楽教育が
国を挙げて普及される一方で、芸術音楽に対して同様の施策が行われることはなかった。先に述
べた民間団体による芸術者楽の担い手の育成やイスタンフ、、ル一市立音楽院で、の楽団の創設は、オス
マン朝時代の首都であり、芸術音楽の演奏家や聴取者が多くいるイスタンブルだったからこそと
考えられる。このように、芸術音楽は宮廷という演奏の場を失ったばかりでなく、政府の呂指す「ト
ルコ民族による国家」にそぐわないものとして、1960年代に芸術音楽やメヴレヴイー教団など「前
i時代的」とされた文化の再評価の動きがあるまで、不遇な立場に置かれることとなるのである。
対して、政府によって積極的に取り入れられていたのがヨーロッパから輸入された西洋音楽
である。西洋音楽自体は前述のようにオスマン帝国末期から 1826年の軍楽隊メフテルの西洋化
をはじめ 1933年の西洋式楽隊ムズカーイ・ヒュマユーン設立など、西洋化の一環として取り入
れられてきた。西洋音楽学校ダーリュルエルハーン Darulelhanはトルコ共和呂成立直前である
1917年に設立されたトルコ初の公立音楽学校であり、当初はトルコ古典音楽と西洋音楽の両部
門での音楽教育を行っていたが、 1926年当時の教育省長官ジャーテイ・ベイと、同じく教育省
に設置された芸術委員会の決定によって閉鎖される。翌年 1927年イスタンブル・コンセルヴァ
トワール IstanbulKonservatvanと西欧風の名称に改称されたのを契機に、 トルコ芸術音楽の教
育を完全に廃止し、西洋音楽教授機関としての役割を担うこととなった。先に触れたオスマン帝
国軍所属のムズカーイ・ヒュマユーンは 1924年にオスマン帝国宮廷首都であり政治の中心地で
あったイスタンブルから新政府が置かれたアンカラへ移設され、西洋音楽を中心に演奏するオー
ケストラである現在の大統領府交響楽団 Cumhurba~kan!Jgl Senfoni Orkestraslの前身となった。
その後もアンカラ国立音楽院(1936年)、イズミル国立音楽院(1958年)など西洋音楽の教育機
関が主要都市に設立され、それとともにイスタンブル国立交響楽団 (1944年)、アンカラ国立歌
劇団 (1949年)など西洋音楽を専門に演奏する楽団が国によって創設された。こうした西洋音
楽はラジオでも放送され、今まで馴染みのなかった西洋音楽を、一般民衆が聴取することとなる
のである。西洋音楽が流入するとともに、こうした出来事によって、元来トルコの音楽にはな
かった「大人数での合奏・合唱jという西洋風の演奏形態もともに一般に知られることとなり、
後の章で、触れるユルッタン・セスレル・トプルウやユルッタン・セスレル・コロスなどのトルコ
音楽の合奏団の結成へと繋がっていくのである。しかしこうした急速な西洋化に戸惑う毘民も多
く、大統領府あてに国惑する国民の様子を記した嘆願書が送られることもあった。これについて
は i2-4.TRTにおける音楽および民俗音楽jで触れる。
この章ではオスマン帝国末期からトルコ共和国にかけて、政府の文化形成の例を見てきた。そ
こにはスタートしたばかりの図作りを補強するため、欧州列強の文化を取り入れつつも、共和屈
においては「トルコ民族」の屈を形作るため選択的に国有の文化を重視する必要に迫られる、と
いう双方の葛藤が見える。こうした状況は西洋文化のヨーロッパとイスラム文化のアラブとの間
に位置する地理的環境と、その地理的環境から双方からの影響を受けてきた歴史的背景によるも
のであると考えられる。また「トルコ民族jの文化は、オスマン帝国の文化や、西洋文化、アナ
トリア半島の文化、中央アジアの文化などの中から取捨選択され、推奨された。
2.メディアを通した文化形成と音楽ートルコ国営放送トルコ・ラジオ・テレビ協会Turkiye
Radyo T elevizyon Kurumu を ø~ に
この章ではトルコにおける文化形成を支えたメディアの例としてトルコ国営放送TRTの成り
立ち、居内外での立場、音楽活動について見ていく。 TRTは1990年に民営放送が参入してくる
まで、 トルコで唯一のメディアであった。また国営放送として政府としての意思や方針を発信す
る立場でもあった。その政府の打ち出す民族としての文化形成は TRTで放送する音楽をも左右
することとなった。そのため TRTの活動やその音楽を見ることで、 トルコの政府が求めていた
音楽を知る手がかりになると考えられる。今回は特にイスタンブルに拠点を置く TRTイスタン
ブル・ラジオ TRTIstabul Radyosuを調査地とした。
2・1. 設立と歴史
トルコにおいて、ラジオ放送は建国間もない 1927年にイスタンブルで、 1928年にアンカラ
で開始された。 1927年に創設されたイスタンブル・ラジオは当初トルコ郵便局 PostaTelgraI 
Te~kîlatl (以下 PTT)の支局の一つであるスイルケジ局のもとで経営されており、最初期の放
送では電報のための回線や無線送信器を利用して行われていたようである。その影響力に注目し
ていた政府が1932年にはアヤソフィア・ジャーミー 19から流されるトルコ語のアザーン 20を放
送できないかという旨をイスタンブル・ラジオに依頼している 210 このトルコ語のアザーンはイ
スラム教の世俗化政策として国家が定例化しようと試みていたものであり、回営化される前から
その影響力を利用しようとしていたことが伺える。このようにラジオが市井に与える影響を重く
見ていた政府は 1936年トルコ全土の都市、町、村に普及させるため、 8万台のラジオを購入す
る決定をし、さらに同年、イスタンブル・ラジオを政府の管理下に置いたどにこのイスタンブル・
ラジオが 1938年に設立された居営ラジオ放送アンカラ・ラジオと共にトルコ・ラジオ Turkiye
Radyolanとなり、これがのちの 1964年に設立される TRTの前身である。このように政府はラ
ジオの普及と放送締の拡大に積極的に関わるとともに、それを様々な場において利用することと
なった。政府はラジオを国民への影響力のあるメディアとして見なしていたと考えられ、たびた
??っ ， ， ?
び政府の目指す文化形成の意向によってその活動を左右されることがあった。たとえば世俗化政
策の一環としてトルコ語でのアザーンの朗読が義務づけられた際、 l凶941年にはアラピア語のア
4ザず一ンの放送が禁止になつた Z
この政!府存の積極的な介入の?背干景の一つには当時のトルコでで、の識宇字命率の低さがあると考えられ
るO 共和国樹立H時寺の識字率はわずか lω0.5%だつたとされており 2乙μへ牛4ヘi、その上、識字者は都市部に集
中していた。そのため、文字に拠らないラジオ放送は政府による情報統制や政策の施行に有用で
あったと考えられる。 1960年の軍事クーデター、 1962年と 1963年に起こった軍事クーデター未
遂事件の際にはラジオ放送局の占拠がクーデターの成否を決めたとされるへ特に 1963年の軍
事クーデター未遂事件 26では反乱軍がアンカラ・ラジオを占拠したものの、政府軍側の妨害によっ
て国民に対する呼びかけが不可能となったことが反乱軍側にとって致命傷となった。逆に当時の
ムスタファ・イスメット・イノニュ首相は反乱軍に対しラジオを使つての呼びかけを行い、反乱
軍を投降させ事態を収束した 270 ラジオが重要な「武器」として扱われており、迅速かつ確実で、
より広範割にわたる情報伝達手段として大きな役割を担っていることがわかる。
2-2. 現在の TRTの存立基盤をめぐって
先述したように 1990年にラジオ、 1992年にテレピの民間放送の参入が認められるまで、 トル
コで「唯一Jの放送メディアであった TRTは、現在でも政府の方針や告知を示す役目を持つ。
現在全国ネットに限れば民放を含め 22局のテレビ局、 35局あるラジオ局のなかで、 TRTはト
ルコ国内で欧州放送連合EuropeanBroadcasting Unionに加盟している唯一の放送局であり 28、
対外的にはトルコの顔とも言える。
トルコ・ラジオ・テレビ法TurkiyeRadyo Televizyon Kanunuの第3部「トルコ・ラジオ・
テレビ協会 TurkiyeRadyo Televizyon KurumiJの項の第2条「組織の構成と業務Organlann
Te~kili ve Gorevler Jによると、 TRTの最高意思決定機関である取締役会は総局長、部局長、
そして 4人のメンバーで構成される。彼らは法律、経済、芸術、電子工学、通信工学などの分野
からそれぞれ選出され、関僚会議によって決定される。
財政的な面においては、 TRTの予算の約7割は電気料金に自動的に諜される受信料とテレビ
受像機とラジオ受信機に課される消費税によるものである。残りの 3割のうち、 2割が政府から
の補助金、 1割がCM料収入となっている。
2-3. TRTラジオ放送での音楽と音楽番組
ここからは TRT、特にラジオ放送と音楽とのかかわりについて見ていく。
まずTRTと対外的な音楽に関する事象として、欧州放送連合に加盟する留々が参加する音楽
コンテストであるユーロヴィジョン・ソング・コンテストに際しては、 TRTは1973年に中継放
送を実現し、 1975年の初出場以降思家代表アーテイスト、及び作品を選定する権限を持つ。す
なわち諸外国に見せる「現代トルコの音楽Jを決める立場にあると言える。
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また TRTによってトルコの音楽に関する会議がたびたび開催されている。たとえば 1965年
と1973年に開催された fトルコ芸術・民俗音楽諮問委員会jでは、それまで排斥されてきたオ
スマン宮廷の芸術音楽に対ーする見直しが、この会議を通して国家的なレベルで、行われている。当
会議では芸術音楽の作曲家、演奏家、研究者、 TRTの音楽番組関係者が列席し、芸術音楽の放
送についての具体的な放送方針(放送の頻度、時間帯、レパートリー)のほか、芸術音楽に対す
る音楽そのものやそれを表す名称に対する定義などについても専門家に意見を打診しつつ話し
合われ、この模様は後日テレピとラジオにて放送された。
上記二つのことからは、少なくとも民営放送が参入する 1990年までは国の意思を反映し、「ト
ルコの音楽」を囲内国外双方に対し発信する場であったのがわかる。
次に TRTのラジオ放送における音楽番組について触れる。 TRTのラジオには複数のチャン
ネルが存在し、それぞれの番組内容に特色がある。チャンネルと主な放送内容を F記にあげる。
[TRTラジオ部門におけるチャンネルと放送内容}
Radyo 1 トークショー、ニュース番組
Radyo2 (TRT FM) ポピュラー音楽
Radyo 3 西洋クラシック音楽とオペラ、ジャズ(=海外の音楽)
Radyo 4 民俗音楽 TurkHalk Muzigiと芸術音楽TurkSanat Muzigi 29 
TRT Nagme トルコの古典的芸術音楽 TurkSanat M山崎i
TRT Turku トルコの民俗音楽TurkSanat Muzigi 
TRT Radyo 6 クルド諾でのニュース、 トークショー、音楽
TRT Radyo Haber ニュース番組
TRT Auropa FM 国外在住のトルコ人のための放送 30
音楽の放送を呂的としたチャンネルが多いこと、そのなかでもトルコの芸術音楽、民俗音楽を
専門的に流すチャンネルがあることが見て取れる。
今回調査したTRTイスタンブル・ラジオで、はニュース番組の収録のほか、音楽番組に関して
はTRTナァメ TRTNagmeとTRTテユルク TRTT白rkuのための演奏の収録が行われている。
音楽の放送は①生放送 ②録音 ③伴奏の録音+生声放送のいずれかで行われている。②の録音
はTRTで収録されたものから放送される場合と、一般で出されたCDから放送される場合がある。
民俗音楽を放送する TRTテュルクは一週間を通して朝6時から夜24時まで放送され、その
放送枠は TRTイスタンブルを含む各地のTRT放送局が分担している。 ITRTテュルクの朝
TRT Turku' de SabahJ I民謡と踊り歌Turkulerve Oyun Havalar J rソリスト・セレクショ
ンSolistlerdenSecmeler J I アーカイブ・セレクション Ae~ivden Secmeler Jなどすべての局
が持ち回りで放送する番組のほか、エーゲ海地方にある TRTイズミール局の「エーゲにて
Ege' denJ、TRTトラブゾン、 TRTエルズルムなどの地方局が担当する「アナトリアのベルト
Anadolu Kosagりなど、ある放送局が特に担当している番組もある。「トルコ民俗音楽コンサー
?
?
? ?
トTHMKonseriJはTRTイスタンブルと TRTアンカラが持つ音楽ホールで行われたコンサー
トの放送である。どの局がどの番組を担当するか、どの時間枠に放送するかは年に一度トルコ中
のTRTテュルクの代表者による会議で決定される。
視聴者からの意見はメール、電話、手紙、 Facebookをはじめとする SNSなどによって受けつ
けている。調査した TRTイスタンブル・ラジオでは TRTテュルクの生放送中、番組直の電話
番号とメールアドレスが告知され、その場で意見や視聴者の声を吸い上げることなど近年は双方
向化が進んでいる。
2-4.TRTにおける音楽及び民俗畜楽
トルコ文化に関しては、政府はこのラジオ放送を利用し、ニュースや政府の告知はもちろんの
こと、共和国成立後に新しく生み出され、現在標準的なトルコ語として使われている「新トルコ
語jや民話など、政府の推進する文化の普及もラジオを通して行っていた。それで、は音楽につい
てはどうだっただろうか。
共和国建国当初、政府や毘民の文化に関する考え方は揺れ動いており、それは音楽についても
同様であった。オスマン帝国時代、多民族国家であった帝国内にはテュルク系のトルコ人、オス
マン人 31のほか、アラブ人、ペルシア人、ギリシア入、ユダヤ人などがし Eた。そのためその文
化はアラブやペルシアのイスラム文化を基盤に、ギリシアやテュルクの要素が入り混じった合っ
た複雑なものであった。 1923年の共和国建国から第二次世界大戦までの時期、政府は前時代的
でアラブやペルシアなどの「外来」の文化の色濃いオスマン帝国の文化を払拭し、その代わりに
騎馬民族であったトルコ民族の担である中央アジアに端を発する「トルコ本来jの文化を追求し、
かつ、規範としたヨーロッパの文化とそれとを統合することで近代化を図っていた。その最たる
例が新トルコ諾である。また一方で近代化を目指してトルコの政治的、経済的、文化的水準を欧
州の水準に追いつかんとし、先進的な技術や文化を績極的に取り入れた。オスマン帝国末期に翻
弄された西洋の文化は「近代化Jの象徴として無視できなくなっていたのである。その考えはケ
マリズムとして知られる近代化政策の六原則で革新主義InkIlapclhktとして表されている。共和
国のそうした意向を反映して、当時多くのトルコ人には馴染みのなかった西洋の音楽の放送がラ
ジオ局によって頻繁に行われた。トルコの音楽のなかでは、芸術音楽が 1934年末から 1936年9
月までの約 20ヶ月間、その音楽の形態が新しい「トルコの音楽」にそぐわないとして放送や教
授を禁止されたことがあった。その理由としては、まずーっにはこの音楽が理論や楽器、演奏法
などの点でアラブやペルシア音楽と共通する部分が多く、そのアラブ人やエジプト人など同系の
音楽を演奏する地域の外国人が多くいたことで「外来の文化jのイメージがついていたことがあ
る。またこの音楽は教育と伝承が宮廷、軍隊、神秘主義教団の修行場や寺院に集中していたとさ
れる 320 すなわち演奏の場はオスマン'帝国宮廷やその宮廷がある都市部に限られ、「オスマン帝
国時代の遺産Jというイメージと重なっていた。さらに芸術音楽は神秘主義教団メヴレヴィーが
宗教儀礼に用いる音楽であり、世俗化改革の一環としてその修練場(テッケ)の閉鎖なとごを行っ
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ていた政府にとって、芸術音楽はそのメヴレヴイー教団を連想させるものであった。これらの理
由により、芸術音楽は「トルコ本来の文化jと「西洋の文化Jによって政府が目指す新しいトル
コの音楽には合致しなかったのである。しかし一方でこの芸術音楽は当時インテリ層や政治家た
ちの中に浸透しており、また禁止したことによってエジプトやアラブのラジオ放送や映画の流入
がしたことをうけて、放送の規制を緩和されていた。この芸術音楽が規制された際に流入したア
ラフぶ音楽は、当時政府が推奨しラジオ放送をよく行っていた西洋音楽がトルコの民衆の多くには
あまりに耳馴染みがないのに対し、その西洋音楽よりも使用される楽器や旋律などの特徴が自分
たちの音楽に近いことにより人気を獲得することとなった。 1938年にアラブ映画で流れるアラ
ビア語での歌が放送禁止になっていることからも、その人気ぶりを窺い知ることができるヘ
こうした西洋音楽の流入をはじめとする急速な変化に対する国民の戸惑いが当時の政府への
手紙から垣間見ることができる。
われわれトルコ人は幼い頃からトルコ民謡を歌って育ってきました。一(中略)一友人たち
がi町へ出ていったとき、ラジオで西洋音楽alaflangaが流れているのを開いて、彼らは嫌悪感
を持ったというのです。ラジオを購入したいと思っている同胞たちは、西洋音楽が流れている
ので、ラジオ購入をあきらめているのです。 (1950年総理府出版放送局にあてられた嘆願書よ
り。t
それで、は民俗音楽についてはどうか。民俗音楽はTRTのラジオ放送開始当初から放送されて
おり、その割合は放送全体の約20%を占めていた。その割合からは当時から政府やTRTが民俗
音楽を重視していたことが伺える。しかしその民俗音楽も他の音楽と同様に政府や時代背景、流
通する音楽によって変化していった。当時オスマン帝国の宮廷の崩壊により演奏の場を失った芸
術音楽の演奏家たちが市井に流れ込み、それと同時に共和国建国後の西洋人や西洋文化の流入に
よってその音楽もまたトルコに持ち込まれていた。またレコードによる音楽の市場化が1930年
代後半に始まり、都市内の演奏家のみならず地方出身の民謡歌手や民俗楽器演奏家が都市を訪れ
レコードに音楽を吹き込んだ。こうしたマス・メディアの発達や様々な音楽の混在は民俗音楽に
大きな変化をもたらすこととなった。 1941年に雑誌『ラジオ RadyoJには次のような記事が掲
載されている。
人々の中には自分のうちからくる興味を儲けにつなげようと、 トルコ民謡を出鱈呂な楽器編
成でレコードに録音し、まるでトマト売りと同じように商売の機会を狙う者たちがいた 350
こうした状況に危機感を募らせた国が公式のトルコ民謡や民俗音楽演奏の創出を奨励し、それ
にTRTが呼応して生まれたのが後述の民俗音楽合奏団で、ある。大編成の「合奏団Jという発想
はそれまでのトルコの民俗音楽にはない西洋音楽的なものであり、公式に正しい「トルコの民俗
音楽jを打ち出そうとするものとしては奇異にも思えるが、一つにはトルコの民俗音楽は地方に
よって楽器やリズム、歌詞などに特徴を持っており、ある地域の演奏家のみに「トルコの民俗音
楽Jの称号を与えて演奏させるわけにはいかなかったこと、二つ自には前述したようにトルコ政
府の目指すものが西洋文化とトルコ文化の双方による近代化であり、そのため大人数による合奏
という西洋音楽の要素と民俗音楽を融合させようと試みたためと考えられる。
3.文化形成と民俗音楽のステージ化
一民俗音楽楽団ユルッタン・セスレル・コ口ス YurttanSesler Korosuを例に
この章では民俗音楽を本来の脈絡から切り離し、近代化した形で聴かせるステージイヒの例とし
て、 TRTイスタンブル・ラジオに所属する民俗音楽楽団であるユルッタン・セスレル・コロス
について見ていく。この楽団が元来の民俗音楽には見られない大編成で構成され、また大人数で
の演奏に対応するために、西洋式の楽譜が
採用されている。
ここでいう「ステージ化」とは、本来ス
テージと観客という形態で、行われるもので
はない芸能をステージj二で、行うために、人
数の増加や芸能自体の改変を行うことをい
う。この f芸能のステージ化」は、民族や
国など、あるコミュニティーのアイデン
ティティを内外に示す手段として世界各地
で行われており、アイルランドのリバーダ
ンスなどが例として挙げられる。
上図:ユルッタン・セスレル・コロス演奏風景
写真前列ー民俗楽器奏者(サズ)、後列ー合唱歌手
(筆者撮影)
3-1.ユルッタン・セスレル・コ口ス設立の背景と経緯
ユルッタン・セスレル・コロスの前身となったのは、 1940年に TRT国営ラジオの前身であ
る国営アンカラ・ラジオ専属の合奏団として設立されたユルッタン・セスレル・トプルルウ
Yurttan Sesler Toplulu言uである。この楽団は民俗音楽と、普段から合奏形態で演奏され譜蛮を
使つての演奏に慣れた芸術音楽の双方の演奏家によって結成された。そのため本来は演奏方法、
理論、楽器、出のレパートリーなど、様々な面において異なる双方のジャンルの演奏者が入り混
じっていた。しかしこの二つのジャンルは全く違う楽器を用いて演奏するもので、芸術音楽のよ
うな民俗音楽、あるいは民俗音楽のような芸術音楽といったような「中途半端さJが目立ち、演
奏者自身から不満の声が上がった。また、 TRTのみならずトルコ全体でこうした「くずれ」が
見うけられたらしく、視聴者である国民のからそうした不自然な演奏形態を指摘する手紙の投稿
があった。また、当時の雑誌には間違った楽器で演奏される民謡について苦言を呈す記事が掲載
もみうけられた。
? ?
ただ一つ不満というか、要望があります。それは民謡演奏形態についてです。時に繊
細なサズ(トルコ古典楽器)、特に民俗楽器で、時に二つ一組の楽器編成で一(中略)ー
しかしそのようなものではなく、本来私たちの知るような楽器による編成のプログラ
ムを作ることは不可能でしょうか? (1942年9月15日TRTに宛てられた手紙より)，泌
トルコ民謡は、 トルコ民俗楽器と民衆の旋律によって演奏されうる芸術のひとつです。
一(中略)一民衆の旋律にヴァイオリン、ウード、カーヌーンなどの楽器を持ち込んではいけ
ないのでありまして、 トルコ民俗楽器で演奏されなければならないのです。 (1939年 エルズ
ルム(トルコ東部)の f民衆の家 Halkevi勺の代表からアンカラ本部に宛てられた手紙より)ぷ
人々の中に、自分のうちからくる興味を儲けにつなげようと、 トルコ弐謡をでたらめな楽器
編成でレコードに録音し、-(中略) トルコ芸術(トルコ古典音楽)の命とも言うべき真珠の
連なり(旋律)を単声のピアノ伴奏で演奏するものも見受けられた (1940年雑誌Radyoより)灼
当時、芸術音楽は演奏の場であった宮廷がなくなり、演奏者たちは市井に出て演奏活動をする
ほかなくなっていたため、そのような状況が生まれたのだと考えられる。
そうした風潮のなかで「間違った民俗音楽jを演奏するわけにもいかず、新たに民俗音楽の楽
器のみで編成されたのがユルッタン・セスレル・コロスである。責任者にはアンカラ音楽院併設
アーカイブ室室長であった民俗音楽学者ムザッフェル・サルソゼンMlzafferSansozen (1899-1963) 
が着任した。このサルソゼンは 1926年から 1929年までイスタンブル音楽院において記譜法をは
じめとする音楽の記録の手法を学んだ人物であり、 1930年代からはアナト 1)アの各地方に赴い
て民謡の採集を行い、民謡集として『大地の声 YurttanSesler jを出版するなど、民俗音楽に関
する学問的な発展において大きな功績を残した人物である。彼はラジオ放送において民謡を中
心にトルコ各地の民俗音楽を扱う番組「トルコ民謡を学ぶ BirTuruku 0言reniyoruzJを開始し、
1947年、そのなかで伴奏っきの民謡を斉唱形態で演奏するために、民俗音楽の楽器演奏者、民
謡歌手のみで構成されたユルツタン・セスレル・コロスを結成した。「コロス 4()J、すなわち「合
唱団Jと銘打たれてはいるが、このユルッタン・セスレル・コロスの編成には、一般的な西洋ク
ラシック音楽の合奏・合唱とも異なる特徴を持つ。この楽団で演奏される音楽の特徴について、
次から見ていく。
3-3.楽団の音楽的特徴
3-3-1.トルコ民俗音楽にかかわることがら
楽団の音楽について述べる前に、一般的なトルコ民俗音楽について見ていく。
最初にまずトルコの 7つの地方について触れる。トルコの地理は風土や気候によって大きく
7つの地域に分けられており、音楽をはじめとする文化の特徴もそれに付随して変化している
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部分があるためである。酉から①イスタンブル、エデイルネを有するマjレマラ海地方 Marmara
Bolgesi、②イズミールを有するエーゲ海地方 EgeBolgesi、①サフランボル、 トラブゾンを有
する黒海地方 KaradenizBolgesi、④アダナ、アンタルヤを有する地中海地方 Akdeniz、③首
都アンカラ、コンヤを有する中央アナトリア地方 IcAnadolu Bolgesi、①ワンを有する東アナト
リア地方 DoguAnadolu Bolgesi、⑦シャンウルファ、マルデインを有する南東アナトリア地方
Guneydo言uAnadolu Bolgesiに分かれている。マルマラ海地方はボスポラス海峡を挟んでヨー
ロッノ'¥iHlJとアナトリアiHlJにう士かれており、 ヨーロッノf側(=トラキア)をヰ寺にルメリ Rumeliと
u乎ぶ
次に民俗音楽で使用される主な楽器について
述べる。
打楽器にはゴブレット型の片面太鼓ダルブカ
dar七ul也、金属 jl.指付きの片面枠太鼓テフ tef、二
本の異なる撲を用いる両国大太鼓ダウル davulが
ある。舞踊の伴奏として用いられることもある
民俗音楽においてリズムの刻みは非常に重要で上国:ズルナ zurnaとともに舞踊の伴奏をす
あるため、打楽器はほぼ全てのアンサンプルに る夕、ウル奏者(写真中央)
組み込まれている。さらに地中海地方やエーゲ (Anadolu Halk Calgtlar， 2011より)
海地方、黒海地方の一部などトルコ西部の海沿下図:祭り用に装飾を施されたダウルと奏者
いでは一対の木製のスプーン ka~lk の凸面を合わ (Anadolu Halk Calgtlar， 2011より)
せて打ち鳴らして打楽器のーっとして用い、そ
のスプーンを鳴らしながら踊るスプーン・ダンス ka~lk oyunも
有名である。
管楽器には主なものには木管の縦型唇笛カヴアル kaval、シン
グルリード楽器シプシ SlpSl、筆ー築(ひちりき)に1tJ、たダブルリー
ド楽器デユデュク dud白kとチャルメラに似たダブルリード楽器
ズルナ zurna、バグパイプのトゥルム tulumがある。ズルナは軍
楽にも用いられるほと~~I=常に大きく通る音色を持ち、このズルナ
と先に述べたダウルの組み合わせは酪自の宣伝や村のお知らせな
どをする、日本でいうチンドン屋のような役割を担うことが多い。
同様の楽器、組み合わせはかつてのオスマン領であるブルガリアをはじめバルカン半島で広く見
られる。またヨーロッパに近いルメリ地域ではクラリネットの演奏も盛んだが、西洋クラシック
で用いられるクラリネットよりも薄いリードを使い、微分音を使った技術を用いるなど、異なっ
た趣を持つものである。ルメリ地域ではクラリネットに合わせて主に伴奏楽器としてアコーデイ
オンを用いることもある。
弦楽器には代表的なものとしてまず長梓の弾奏楽器サズSadiが挙げられる。サズとは同形
??
上図:舞踊の伴奏をするダルブカ奏者(写真
最右)
の楽器の総称であり、大きさによってバーラマ
baglama、デイワン divan、ジュラ curaなどと
呼び分けられる。民謡や舞踊の伴奏としてトル
コ全土で、広く使われ、 トルコ以外の!日オスマン
領の音楽においても現在まで残っている地域が
ある。民謡を歌い歩く 11今遊詩人アーシュク a~lk
が伴奏として月いEる楽器としても知られている。
ほかに代表的な弦楽器としてはラバーブrabab
カfある。カノtク・ケマーネ kabakkemaneとも
(Anadolu Halk Calgt伯r，2011より)
呼ばれ、木をくりぬいた}j同に動物の皮を張った
弓奏楽器である。同様の弓奏楽器としては、 3弦の小型の弓奏楽器ケメンチェ
kemenceがある。その中でも他のものに比べて細身のカラデニズ・ケメンチェ
karadeniz kemenceは黒海地方の民謡ゃ、舞踊ホロン hoioJの伴奏としてよ
く用いられる。
ここで述べた楽器は一部の例外を除き多くのものが民俗音楽のみにおいて
用いられ、西洋音楽におけるヴァイオリンのように芸術音楽、民俗音楽、宗
教音楽とジャンルを越えて演奏されるものはほぼないり。近年、民俗音楽とポ
ピュラー音楽、畏俗音楽と芸術音楽といった「越境jが見られるものの、基
本的に楽器によってジャンルが明確に分かれているのはトルコ音楽の特徴の
ひとつと言える。
次に民俗音楽の歌について述べる。トルコでは現在でも老若男女向わず民
謡 turk白が盛んに歌われ、結婚などの祝いの賭や祝祭など、人々の集いでは
必ずと言っていいほど民謡がよく歌われる。トルコの民謡は様式から大きく
上図:援弦楽器 二つに分けることができる。まず日本民謡の追分、馬子i項、舟歌に似た、こ
サズ ぶしをきかせ、長く伸ばすウズン・ハワ uzunhava (1長い旋律J) は自由な 1)
(筆者撮彰) ズムで広い音域の旋律や豊かな装飾音をもっ歌で、恋の歌ボズラック boz1ak
や死者への哀歌アウート agltなどが代表的である。短い旋律を大人数で歌うクルク・ハワ kmk
hava (1砕かれた旋律J)は明白な拍子で音域は比較的狭く，メリスマが少ないシラピックな歌で，
ほとんどがオユン・ハワ oyunhava (腕り歌)である。オユン・ハワが伴う舞踊は各地域に存在し、
代表的なものとしてエーゲ海地方のゼイベク、黒海地方のホロン、マルマラ海地方(ルメリ)の
フアトシュ、中央アナトリア、東アナトリア、東南アナトリア地方のハライ HaiaY41などがある。
ウズン・ハワ、クルク・ハワいずれにも音域や用いる長さに差はあるが、即興的に入れられる装
飾、微分音を用いた旋律が特徴である。
最後に、 トルコの音楽と西洋の音楽における「合奏」の違いについて述べる。「コロスJと名
乗ってはいるものの、彼らの音楽は西洋の音楽の合唱・合奏とは異なる特徴を持つ。ヨーロッパ
のクラシック音楽が和声理論を発達させ、言うなれば「縦方向Jに展開していったのに対し、 ト
ルコ音楽の多くはメリスマ 15やこぶし 46など、ほぼ旋律においてのみ展開し、和声という縦方
向に対して「横方向Jへ発展したと言える。そのため西洋クラシック音楽では和声理論の展開に
伴い、その和声を正確に書き表すために記譜法も発展したが、トルコにおいては芸術音楽ですら、
基本的に斉奏携帝で演奏されていたため、楽譜は近代に入るまで用いられなかったし、必要性も
なかった。
トルコの音楽には合奏こそあるものの、西洋クラシック音楽に見られるような大編成のものは
少ない。トルコ音楽において、まとまった人数での合奏形態で演奏されるのは主に芸術音楽で
あったが、その芸術音楽においても歌手、器楽演奏を合わせても 10人以下の編成で、あって、民
俗音楽にいたっては 5人以上で、演奏されることはまれである。これはトルコの音楽が楽譜や指揮
者を持たないこと、倍々の技術ゃいかに即興性を見せつけるかという点を重視する伝統があるこ
とにより、大人数での合奏が難しいためである。オスマン帝国時代の軍楽メフテルはそのなかの
例外と言え、 30人以上の編成に及ぶこともあるが、この音楽においてはチェウギヤン cevgenと
呼ばれる錫杖を持ち指揮者の役割を担うチヨルパスバシュ çorbaclba~l がおり、大音量の管楽器
に鋭いヘテロフォニ 47は見られるものの、本来一糸乱れぬ太鼓の音色と声楽によって敵軍を
威圧し自軍を鼓舞するものであるので、即興性はほとんど見られない。
トルコをはじめ西アジア・北アフリカの音楽においてよく見られる特徴だが、多くの合奏形態
が旋律パートとリズムパートのみで構成され、合奏であっても旋律同士でハーモニーを構成する
ことはない。すなわち合奏というより、音色の違う楽器を用いた斉奏であると言える。斉奏とし
て演奏している関には演奏者個々で装飾音を入れるため、偶発的なヘテロフォニーが生まれる。
西洋クラシック音楽はノ¥ーモニーを形作るために縦の動きが厳密に合致する必要があるが、 トル
コをはじめとする西アジア・北アフリカの音楽では必ずしも重視されない。そうしたずれによる
音の歪みやヘテロフォニーも含めて楽しまれているのである。また、各楽器が単独でタクシーム
(即興演奏)を行う、いわゆる見せ場が多くの楽曲に用意されているのも、即興性を重んじる酉
アジア・北アフリカ地域の合奏曲の特徴である。
現代において、ユルッタン・セスレル・コロスのような大人数での合奏-合唱では多くの場合、
楽譜をもとにして演奏されるが、本来民謡の特徴であるこぶしゃメリスマの入れ方はそれぞれの
歌い手や地域などによって異なるため、声を合わせて演奏する民謡の合唱は非常に困難である。
ユルッタン・セスレル・コロスにおいては、その場合一人の歌い方を基準とし、それに他のメン
)'{ーが合わせて歌うという方式を取ることで対応している。
3-3-2.楽団の演奏の実際
ここからはユルッタン・セスレル・コロスが行う演奏そのものの特徴について見ていく。まず
当楽団の編成についてである。この楽団は楽器演奏の集団と、民謡を歌う歌手の集団によって構
成される。西洋の楽器は一切使用されていない。合奏+合唱で演奏する場合と、少人数のアン
? ??
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サンブル+ソロで演奏する場合があ
る。ただし、先に述べたように西洋
に置ける「合唱jや「合奏jがパー
トごとに違う旋律を演奏して和声を
形作るのに対し、 トルコの民俗音楽
における合唱や合奏は大人数で演奏
することはあっても和声を作ること
はないので注意が必要である。 上国:左から管楽器(リードなし)、管楽器(リードあり)、
楽団の編成は演奏の場のほか演奏 パス・ケマーネ、カバック・ケマーネの奏者(筆者撮影)
する楽曲がどの地方で演奏されてい
るかによってかわる。基本となる編成はパーラマ8名、ディワン・サズl名、カバク・ケマーネ I名、
パス・ケマーネ l名、管楽器2名 48、クラリネット l名、アコーデイオン l名、打楽器3名となっ
ており、人数の増減はあるが、ととの場合においても 6 人~_)、上のバーラマと 3 人の打楽器は含まれ
る。これらにレンク・サズ RenkSazと呼ばれる地方色を出すための楽器が加わる。このレンク・
サズについては後ほど詳述する。
編成の点で注目するのはパーラマをはじめとするサズ属の楽器の占める大きさである。打楽
器を除きほかの楽器が各々一人ずつであるのに対し、 5、6人のパーラマにジュラ、デイワンと、
サズ属の楽器の占める割合は圧倒的に大きい。これには二つの要因が考えられる。まずーっ自に
はサズ属の楽器が民謡に用いられることの最も多い楽器であることが挙げられる。そのため民謡
が採集された際にもバーラマを伴奏として演奏されていた確率が高く、合唱とともに民謡を演奏
するのに適した楽器であると考えられる。二つ自にはサズ属には先に述べた低音担当のデイワ
ン、高音担当のジュラのような音域の違う向型の楽器があり、ヴァイオリン属のように向型の楽
器のみを用いて音の摩みを増加することも可
能である。また長い梓をもっサズの音域は他
の民俗楽器に比べて比較的広い。音域の広い
サズ属の楽器は、ハーモニーを作らない、す
なわちオクターフやで、重ねることでしか音の厚
みを増やせない民俗音楽の合奏形態に適して
いたとも考えられる。他にも、本来、巻弦 49
とスチール弦2、3本で lコースを構成する
弦を、細いスチール弦のみに付け替えて指で
弾くシェルペ ~elpe を行うことで旋律線を際
立たせる仕様にするなど、伴奏、旋律双方に
上図:手前3名が打楽器奏者(手前からダウル、
おいて汎用性が高いというところも一因と考 ダルブッ力、テフ)、奥3名が援弦楽器サズの奏者、
えられる。このシェルペの奏法はユルッタン・ 最奥が男性合唱(筆者撮影)
?
?
セスレル・コロスの演奏中、他のものよりも高い音を出す小さめのバーラマを持つ奏者が行って
おり、旋律を際立たせる役割を担っているのを確認できた。
また、 TRT所蔵の民俗音楽の楽譜を管理するライブラリアン及びステージ・スタッフの一人
であるケレム・ブルット KeremBulutt氏によると、バーラマと打楽器はトルコ全土に分布して
おり、どの地方の楽曲においても欠かすことのできないものであるという。 演奏には地方色を重
視しているが、だからこそパーラマが多くの楽曲に用いられているのだとも考えられる。バーラ
マという楽器のトルコにおける存在の大きさが窺える。
ズルナも同様にトルコ全土で見られる楽器であるが、軍楽にも用いられるほどの音質と音量を
持ち、この種の合奏には不[旬きであるため、オーケストラには含まれておらず、レンク・サズと
してハライなととの舞曲を演奏する際に用いられる。
この合奏形態は西洋音楽、 トルコ音楽双方の影響を受けているものと考えられる。先述したよ
うに、 トルコ音楽において、比較的大きな人数での合奏形態で演奏されるのは主に芸術音楽で
あった。ユルッタン・セスレル・コロスにおける弾奏楽器が中心となり、管楽器、弓奏楽器が旋
律線を支えるという編成や、すべての楽器が同じ旋律を演奏し音色の違いや高さの違いで厚くす
るという点は、芸術音楽の合奏の影響が見られる。対して、ヴァイオリン属の弓奏楽器が中心と
なり、管楽器が旋律線を支える編成で、それぞれの楽器が異なる旋律を演奏して和声を作りだす
ことで音に厚みを持たせる西洋クラシック音楽とは異なる。先に述べたように、当時、民俗音楽
の「くずれJが指摘されており、その一方で西洋とトルコ民族の文化の融合を掲げている以上、
ヨーロッパの国々が持つような合奏団の設立は必須であった。そこで、西洋音楽のオーケストラ
に似た大人数での合奏という形態をとりつつも、実際の音楽は和声など西洋音楽を取り入れるこ
となく、あくまでもともとの特徴である単旋律を維持した、 トルコ芸術音楽、すなわち内部の音
楽の手法である斉奏を参考にしたとも考えられる。
この楽団の特徴として見られるのが、演奏される楽曲における「地方色へのこだわり」である。
トルコにおける 7つの地方については13-3-1.トルコ民俗音楽にかかわることがらjで前述したが、
それぞれの地方色はいくつかの要素によって作り出される。
まずはレンクーサズにおける地方色の演出である。レンク renkはトルコ語で「色j、サズ saz
は「楽器Jを意味する。その名の示す通り、それぞれの地域独特の楽器を用いることで地方色を
演出する手法であり、そのために用いられる楽器も合わせて指すO 楽曲のなかで即興であるタク
シームを行うソロを受け持つのもこのレンク・サズの役割になることが多い。例を挙げると、ま
ず黒海地方の音楽では弓奏楽器カラデニズ・ケメンチェ、パグパイプのトゥルムがソロやメロ
デイラインを受け持つ。 TRTが出している CDアルバムシリーズ"IlIlT台rk白lerimiz"は地方
やI汀ごとにその土地の楽曲が集められており、そのうちの一つであるアルバム"Rize" にはリ
ゼ(黒海地方のI可)を中心に黒海地方の民謡や舞曲が収録されている。 18曲あるトラックのう
ちそのほとんどに前述の楽器が用いられている。たとえば黒海地方の舞踊ホロン Horonを伴奏
する踊り歌 OyunHaVaSlである"Bilettim Oragimi“はカラデニズ-ケメンチェのソロで演奏さ
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れており、民謡"Denizde Vardlr Kara" も閉じくカラデニズ・ケメンチェのソロが前奏や間奏
で演奏する。民謡"Hayde Gidelum Hayde"ではトゥルムがソロを演奏し、民謡"Kerez Cicek 
Aclyor"ではその両方が交互にソロパートを演奏する。同様にエーゲ海地方の音楽ではシングル
リードの管楽器シプシ、ルメ 1)地域の音楽ではクラリネットやアコーデイオン acordiyonが使わ
れる。東部、南東部には特別な楽器はないが、パーラマをはじめとするサズ属の楽器の演奏やバー
ラマを使った吟遊詩人の活動が盛んな地域であり、パーラマの技巧的なソロや単独での弾き語り
が行われることがある。またこの地域は儀礼に民謡と舞踊を用いるアレヴイ一派の人々が多く住
む地域であり、この土地の民謡のひとつとしてアレヴイーの楽曲が演奏されることがある。 2014
年3月5日にはTRTイスタンブル・ラジオ主催の民俗音楽のコンサートが行われたが、当コンサー
トでは f鶴たちのコンサート TurnalarKonseri Jと題し、東-南東アナトリア地域の舞曲や当
地の吟遊詩人アーシュクの民謡とともにそうした儀礼的な楽曲を中心としてプログラムで構成
されたコンサートが行われていた 300 ほかトルコ国内ではないが、かつてのオスマン帝国領で未
だトルコの音楽の要素が色濃く残っている地域の音楽が演奏されることがあり、アゼルバイジャ
ンAzerbaijanの楽曲では弾奏楽器タール tarやアコーデイオンに似た楽器ガjレモン garmon、 ト
ルコのダウルと向型の両面模太鼓だがばちではなく手で叩く膜太鼓ナガラ nagarJが用いられ
る。例えばマルマラ海地方のヨーロッパ側(ルメリ)の都市エデイルネの民謡"Pmar Ba~mm 
Gulleri"はアコーデイオンソロで、歌の旋律を演奏するところから始まる。同様にアゼルバイジャ
ンの民謡"Bu da言daceyran gezer"ではタールが伴奏楽器として組み込まれるとともに、ソロ
も担当している。
先にレンク・サズを使っている例としていくつかの民謡を挙げたが、そのレンク・サズのうち
のすべての楽器が民謡の合唱を伴奏するわけではない。特にバグパイプであるトゥルムなどの極
めて大きい音を発する楽器はその音色、音量から合奏や歌の伴奏には向かないため、伴奏や合奏
としては用いることはできないが、民謡の前奏や間奏として民謡と!可じ旋律を演奏する。実際に
市井で演奏される際にも、たとえ楽器のアンサンブ
下図:アゼルパイジャンのレンク・サズ
ル編成が定型化していない民俗音楽といえど、アン
であるタールの奏者(筆者撮影)
サンプルの構成楽器としてや民謡とともに演奏され
ることは少ない。ほとんど前奏や間奏のみとはいえ、
本来民謡の伴奏として適さない楽器をあえて用いる
のは、そうしてその土地特有の楽器を民謡の前に演
奏することで「その楽器の鳴らされる土地の楽曲」
であること、すなわちトゥルムならば「黒海地方の
楽曲」であることを演出する役割を?旦っているのだ
と考えられる。
次はリズムによる演出である。主に打楽器奏者が
地域ごとに異なる拍子やリズムを表現する。打楽器
っ 、
?
奏者は、民謡はもちろん地方独特の舞曲のリズムなどを表現する、非常に重要な役割を担ってい
る。打楽器奏者は 3入、あるいは 4人が常に参加し、それぞれがダウル+テフ十カシュクなど
違う楽器を受け持つが、 2人のテフ+1人のダルブッカの組み合わせや、 3人でテフを演奏する
など、組み合わせは様々である。楽譜は楽団員全員に配られるものの、そのすべてが単旋律の向
ーの諸国であり、リズム諮などの記載はない。また打楽器奏者に配布される楽譜には楽器の指定
はなく、その楽曲の地方や舞曲の種類などから、リズムや拍子、それらを刻む楽器を判i析する。
打楽器奏者の一人であるウズジャン・ギョク OzcanGok氏が示す例としては次のようなものが
あった。
シリフケ Silifke(地中海地方) アンカラ Anakara(中央アナトリア地方)
彼らはこうしたリズムを基礎 bazとして装飾的なリズムを付け足して演奏する。舞曲の例と
して足で鋭いリズムを刻むハライではダウルが主に用いられる。
最後に方言による演出である。彼らの歌う民謡は地方ごとの方言をそのままに歌われる。こ
れはかつて「新トルコ語Jの発信源となり、現在まで「正しいトルコ語Jを発信している TRT
における例外と言える。たとえば 1977年に採譜された中央アナトリア地方と黒海地方の間に
位置するユルドゥゼリ Ylldlzeliの民謡"Bin Cefalar Etsen"では「少女」を表す klzという単
語が当地方の方言によって gl~ と発音されたまま採譜され歌われていたり、東部の民謡である"
Havada Durna Sesi Gelir"や"Durnalar Dizi Dizi'では「鶴jを表す turnaという単語がi可様
にdurnaと歌われていた。アゼルバイジャンなど外国語の場合も同様である。ただし、収集初
期のアゼルバイジャンやクルドの人びとの民謡のなかにはトルコ諾に訳されてしまったものが
あったようだが、現在これらの例が演奏されているかは確認することはできなかった。
こうしてレンク・サズ、リズム、方言によって、その民謡が「その地方JIその土地」のもの
であることを提示している。トルコでは地域による人口差が大きく、地方から大都市への出稼ぎ
や進学が多い。自己紹介をするときも名前と共に自身の出身地や場合によっては父母の故郷も一
緒に言うことが多く、それぞれの故郷へのこだわりが端々に見受けられる。音楽においても同様
のことが言え、たとえ民俗音楽に特別の関心を持たない人であっても、自分の故郷、両親の故郷
の民謡が歌えたり、舞踊が踊れたりということがほとんどである。 TRTのコンサートや放送で
自分の故郷の音楽が演奏されれば、その地域出身のリスナーから喜びの声があったり、逆にその
音楽に関しての不満や指摘が寄せられたりもする。
本来ユルッタン・セスレル・コロスで演奏される民謡を含む民俗音楽は、それぞれの土地で
??
下図:アゼルバイジャンのレンク・サズ
であるタールtarの奏者(筆者撮影)左密.
電話による授聴者の声の記録
「ザフェんさん(ユjレッタン・セスレル・
コ口ス指揮者)に感謝申し上げます。次
の機会にはカルスとアルダハン(どちら
もトルコの都市名)の民認をお願いしま
す。jといった意見やリクエストが寄せ
られている。〈筆者撮影)
その地域に根差し、それぞれの地域の言葉を話す人々が演奏するものである。しかし楽団とし
て演奏する彼らは必ずしもその土地の出身者ではなし」 トルコでは地方ごとに異なる文化的特鍛
をもっと言われるが、彼らは楽器、リズム、方言に注意を払うことでその地方色を演出し、自分
とはかかわりのない地域の楽曲を演奏している。それはたとえ大人数での合奏という元来なかっ
た形態であったとしてもなるべくもとの形を維持しようという明確な楽団としての意図、あるい
は戦略の現れであるとも考えられる
4. TRTにおける音楽番組を支える活動
TRTで行われているのはニュース番組と音楽の放送だけではない。民俗音楽のアーカイブの
役割も果たしており、それらの活動が結果として TRTTurkuをはじめとする音楽番組を支える
こととなっている。この章ではそれらの活動についてみていく。
4-1.民俗音楽の収集
4-1-2.楽譜としての収集
民謡や民俗音楽の収集はトルコ共和国建国当初から政府主導のプロジェクトとして行われて
きた。民謡の収集を行った主な機関としてイスタンブゃル音楽院(1926~ 29)、民衆の家(1931~ 
51)、アンカラ国立音楽院(1937~ 53)、文化省・民俗文化研究振興局 (1966~現在)が挙げられる o
TRTでの収集はアンカラ音楽院の研究を引き継ぐ形で 1967年から現在まで続いている。ユルッ
タン・セスレル・コロスが演奏する際には、概ねこれらの楽譜がコピーされて使用されている。
実際に現地で演奏されている楽曲を収集した楽譜をもとに演奏することで、よりオリジナルの民
俗音楽に近いものを呂指すためと考えられる。
実際にアーカイブの一部として保存されている楽譜の例を下に挙げる。一番上には iTRT
音楽放送部門 TRTMuzik Dairesi YaymlarJ iTHM (ェトルコ民俗音楽)レパートリー 1369番
THM Repertuar Slra no:l369Jと記されている。保存されている楽譜には①調査(審査)した日
付(InceremeTarihi)、②どの地方、町の出であるか (Yoresi)、③演奏者 (KaynakKisi)、④
採譜者 (Notalayalan)⑤収集者 (Derleyen)、⑤収集した日付 (DerlemeTarihi)⑦タイトル(詩
の一節目)、③歌詞が譜面と共に記録され、紙媒体、電子媒体として保存されている
? ?
[TRTのアーカイブで保存されている楽譜}
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コンサートや番組のプログラムを組む際にはこの情報が非常に重要になる。ユルッタン・セス
レル・コロスの演奏は「トルコの民俗音楽jでなくてはならない。すなわち楽曲がある地方や地
域に集中したりするなど、不公平があってはならないのである。ユルッタン・セスレル・コロス
の指揮者は音楽監督の役割もおっており、プログラムの構成なども行うが、そのプログラムの構
成表には曲名とともにその楽曲の地方を記す械が設けられ、そこに記した各地方のバランスを鑑
みながらプログラムを刻1む。
4-1-2.音源の収集・出版
13-1設立の背景と経緯jで述べたように、 TRTは民謡を含む「トルコの民俗音楽Jをポピュ
ラー音楽や芸術音楽との混合による「くずれJから保護する役割を担ってきた。その手段の一つ
が前述の民俗音楽の楽譜化であり、ここで述べる音源の収集である。
TETには楽譜のほかに大量の音源がCD、LPとして保存されている。それらは TRTで放送
したものや採集したもの、市販されたものからなるが、たとえ TRTで録音されたものであって
も水準が低いものや、市販のものの中でポップスなどほかのジャンルの楽器が混じっているもの
などは保存の対象とはならないo TRTイスタンブルだけでも 10万点以上に及ぶそれらが保存さ
れている資料庫の扉には IYangmdailk once kurtanlacaktlr火災時には最優先で保護することJ
と注意書きが掛けられている。また貸出は TRT内の関係者に限られ、社員証や何に使うかなど
を提示するといった複雑な手}Il&を踏む必要があり、いかに重要視されているかが窺われる。この
資料庫に保存されるためには、厳しい審査を通り抜けなければならない。民俗音楽の場合3人の
専門家を中心とした審査委員会IcradenitimCuruluがあり、このメンバーは正当性と平等性を
重視するため毎年入れ替わる。演奏家や民俗歌手、音楽学者など、民俗音楽の専門家の中から選
出された彼らの署名をもって、初めてこの資料庫に加えることができる。きわめて秘密提に行わ
れているらしく、書類や委員会に加わった人物の名前なども外部に漏らすことはできず、その審
査基準や内容、人物などを開くことはできなかった。
また音源の収集のほか、 TRTで録音された民俗音楽の CD 1 アーカイ 7'. シリーズ Ar~iv
??
SerisiJ、収集された曲の楽譜集や歌詞集の出版も行っており、 TRT内の販売部のみならず、街
中でも一般販売されている。
4-2. TRTにおける民俗音楽の普及・啓蒙活動
TRTには若者の為の教育的な呂的で設置された民俗音楽合唱団としてチョチュック・コロス
Cocuk Korosuとゲンチュリック・コロス GenclikKoros がある。前者は小学生から I~]学生まで
の少年、後者は高校生から大学生までの青年たちで構成されている。彼らの演奏活動はあくまで
民謡をはじめとする民俗音楽を学ぶためであり、ユルッタン・セスレル・コロスとは違い放送の
為に活動をしているのではなく、金銭は発生しなし 3。ユルッタン・七スレル・コロスのメンバー
が教師として招科され、指導に当たる。毎週日曜日に練習をし、 1年に 2@コンサートがある。
これは民俗音楽の教育機関としての面である。ユルッタン・セスレル・コロスの演奏者ーたちの中
にも「後世に民俗音楽を伝えること」を目的として楽団に参入しているメンバーも多くいた。彼
らの中には将来的にユルッタン・セスレル・コロスへの入国を目指すものもおり、現在はないが
将来的にこれらの合唱団からユルッタン・セスレル・コロスに入るための試験を設置しょうか検
討しているとのことである。
昨今のポピュラー音楽などによって浸食や融合が進む民俗音楽の状況を受け、 TRTは「民俗
音楽の保護」を打ち出すこととなった。すなわち「正しい民俗苦楽Jの普及・啓蒙活動で、ある。
その具体的な方針は 1974年に TRT第2チャンネルで放送された音楽会議での弁論の一部から
も見ることができる。
トルコ軽音楽 Turkhafif muzigiにははっきりとした享受層がある。都市在住者とそこに住
む20歳くらいまでの、つまり中学校から大学までに通う若者たちだ。彼らはトルコ軽音楽を、
特にトルコ畏謡をよく知らないまま、そのトルコ民謡が好き放題に崩された演奏を、さらに
言えば、めちゃくちゃに和声がほどこされ、そのうえもっとも矛盾した楽器を組み合わせて、
演奏されるその音楽を受け入れる状態にある o ・・また軽音楽は多声化をほどこした音楽で
あるが、ただそこには危険がある。軽音楽は市場でその存在を主張しているが、これをただ
TRTで放送しないため、これがよいもの、これが悪いものといった区別をすること、コントロー
ルし制御することが難しくなっている。しかしここでわれわれの手には可能性があり、 TRT
によって、真によく、常によいものを提供できる状態にあるへ
ここでいう「可能性Jとは、数々の民謡の楽譜であり、またそれを「正しい形Jで演奏するユ
ルッタン・セスレル・コロスの存在を示唆している。またそれらによる「よい」演奏をすること
がTRTの使命だとしている。 TRTの放送計画における f音楽プログラム」の第 1条にはI(放送)
プログラムでは、 TRTのレパートリーにある音楽作品の中で審査に合格した演奏に(放送)資格
? ?
が与えられる。本来の特色を保持する音楽の例を、関心をひき、かつ自分たちの音楽と思わせる
(演奏)表現でプログラム化するjとあり、さらに「トルコ芸術音楽とトルコ民俗音楽は、その
最良の例をバランスのとれた形で、必要な解説付きプログラムをもって提供する」と規定されて
いるへすなわち、国営放送としての TRT、ひいてはトルコ政府は、 トルコの民俗音楽に対し
ての取捨選択、審査、正しいとされる演奏形怒での演奏への関与という形で関わることとなった
のである。
ユルッタン・セスレル・コロスの楽団員に実施したインタヴユーにおいて「なぜTRTで演奏
しているのかj という質問に対し、 i~正しい do言ruJ 民俗音楽を演奏しているから」、 irオリジ
ナルorijinaUの状態で演奏できるから」といった答えを多く受けた。演奏者たちも f正しい民
俗音楽Jの演奏を志して TRT所属の当楽団を選んでいることが窺える。
5.まとめ
1923年に成立した新国家トルコ共和国が目指したのは多民族国家オスマン帝毘からの転換を
図った、ただ一つトルコ民族による「民族的トルコ国家MiliBir T白rkDevletti Jであった。し
かし当時のアナトリア半島には様々な民族が居住していたつえ、「トルコ民族jの定義ですらも
あいまいであり、 トルコ共和国においてはオスマン帝国における「イスラム教jにかわって国家
の主軸となるものが必要とされた。それらを「トルコ民族」として統合するためのいくつかの象
徴的な事象として利用しようと自論んだのが文化であり、その中でもとりわけ言語や音楽であっ
たと考えられる。現在でもトルコ盟内にはギリシャ系、アラブ系、アルメニア系など様々はエス
ニック・ルーツを持つ人々がいるが、彼らは共通したトルコ語を話す「トルコ民族Jとして定義
されていて、当時の言語による共通の文化形成の試みが概ね成功していることが窺える 340
その言語とともに文化形成に利用されたのが音楽であった。しかし民俗音楽はそれぞれの地方
や地域によって特徴が異なるものであり、「トルコ民族の音楽jとして民俗音楽を演奏する以上、
地域に偏りがあってはならなかった。まだメディアや交通が発達していない当時、民謡や民俗音
楽はその土地に根差した人々が演奏するものであり、他地域出身の親族がいるなどの例外がない
限り、自分と居住する地域以外の楽曲を演奏できるのはまれであった。そこでトルコ全土の音楽
の「代弁者」として設立されたのがユルッタン・セスレル・コロスであった。
「トルコ民族」としての団結のため「トルコ民族の音楽Jである民俗音楽を放送するのならば、
本来の演奏形態で行えばよい。ではなぜ、あえて楽譜を用いての大人数で、の合奏団という、それま
での民俗音楽にはない形態をとったのか。その背景として、 トルコ共和留の呂指す国家が fトル
コ民族の国jであると同時に、オスマン帝国におけるようなイスラムを中心とした「古いj文化
を払拭し、それと対極的な位置にある「新しいj西洋文化を取り入れたものであったことがある。
放送される音楽もトルコ民族のものであるだけでなく、西洋の合奏を取り入れた新しいものでな
くてはならなかった。そのために、ユルッタン・セスレル・コロスという限りなくオリジナルの
民俗音楽の演奏を呂指しつつも、大人数の合奏という形態を持った「民俗音楽楽団Jが生まれた
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のだと考えられる。
またそうした「共通する音楽文化Jの形成に利用されたのがラジオ放送であった。 トルコ政府
は最も迅速で広範囲への伝達が可能な'情報手段としてのラジオに注目し、広報などの政治活動と
ともに、しばしばラジオを通しての文化形成を行つ t:._oその例が新トルコ語や、 トルコ語による
アザーンの放送であり、音楽の放送であった。
こうして「自分たちの音楽jをラジオ放送で聴くことにより、その楽曲への愛着心を再認識さ
せることとなり、それとともにその楽曲を生んだ土地への愛郷心をも育むこととなった。都市化
が進んだ現代においても両親や自分の出身地の民謡を老若男女間わず歌うことができるほど民俗
音楽が残り続けている要因のひとつには、こうした文化形成の動きがあったためと考えられる。
今回の調査ではトルコの文化形成における民俗音楽の扱いについて見たが、独自の言葉や音楽
文化を持つクルド人やザザ人をはじめとする少数民族の音楽については間接的な情報を得るに
とどまった。彼らに対してはたびたびトルコ政府による同化政策がとられてきたが、今日まで自
らのアイデンティティを守るための抗争が続いている。 昨今では TRTでクルド語専門のチャン
ネルができるなど、緩和策がとられ始めているようにも見えるが、理解するにはトルコ共和国の
政策と人々との関係など、全体を通して更なる調査と詳しい情報の収集が必要であるため、今後
の課題としたい。
7王
] トルコの市井や農村などにおいて一般民衆によって親しまれてきた音楽。その内容については
13-3-1‘トルコ民俗音楽にかかわることがらjで詳述する。
2 オスマン帝国時代に宮廷で培われた音楽。一般民衆の音楽である民俗音楽とは異なった特徴を
持つ。古典音楽とも呼ばれる。
J 英語でオスマン帝国を OttomanTurks， Turkish Empireと呼んだことから、日本語表記にお
いては「オスマン・トルコj、「オスマン・トルコ帝留J、「オスマン朝トルコ帝国Jとされるこ
とが多いが、現在のトルコ共和国においてオスマン帝国を指すにあたっては「オスマン帝国J
にあたる OsmanhImparatorluguや「オスマン国家jにあたる OsmanhDevletiの表記を用い
るのが一般的であるため、本論文中では「オスマン帝国」という邦訳を採用する。アナトリア
半島、バルカン半島に屠住するテュルク系民族。中央アジアのテュルク系民族(=テュルク系
諸語ーを母語とする人々)を招ーとするといわれる。
4 アナト 1)ア半島、バルカン半島に居住するテユルク系民族。特にアナトリア半島のトルコ共和
国地域に居住する民族の大きな割合を占める。中央アジアのテユルク系民族(=テユルク系諸
語を母語とする人々)を祖とするといわれる。
ひオスマン帝国の第28代皇帝(在位:1789年-1807年)。第26代皇帝・ムスタファ 3世の子。
衰退していた王朝の勢力を盛り返すために富家体制の刷新事業に着手し、内政においては西洋
文明を取り入れることでの近代化を百指した。
? ?
h 新井政美『トルコ近現代史Jp.5 
i 永田雄三編 f西アジア史Jp.373 
H 新井政美 fトルコ近現代史Jp.5 
。オスマン帝国の常備軍カプクル Kaplkuluの中核である常備歩兵軍国で、君主を護衛する親衛
隊の役割も担っていた。当軍団における軍楽隊メフテルハーネ Mehterhaneが演奏する軍楽メ
フテル Mehterは、英語ではイェニチェリ音楽JanissaryMusicとして知られる。
10アレムダール・ムスタファ・パシャ(1765-1808)ブルガリアのルスチユクを本拠地とするアーヤー
ン(地方有力者)。セリム 3世の軍事改革を指示し、 1808年にマフムート 2世を即位させて改
革を再開させる。しかしイェニチェリの反!惑を買い、襲撃されて自決した。
1 イスタンブルを征服したオスマン帝国のメフメト 2世によって造成された庭歯に、 1843年に
アフー デコー ルメジト l世の命によって宮廷に仕えるアルメニア人建築家が設計、 1843年に着工
され 1856年に完成した。 以降、 1922年に最後の皇子長:メフメト 6世が退去するまで、 トプカプ
宮殿にかわってオスマン帝匡!の王宮として利用された。ヨーロッパから取り入れたバロック様
式の豪華な宮殿で、外緩や装飾は近代西洋風である。ただし建物の内部は伝統のオスマン様式
に買Ijり、男性向けの空間と女性のみの空間(ハレム)に二分割されていた。
1:-演Ih奇友絵『トルコにおける「由民音楽」の成立Jp.lO 
13鈴木董『オスマン帝国の解体Jp.226 
1'帝国内の様々な民族の信仰の自由と自治を認める制度。ミッレトとはアラビア語で国家natlOn
を意味する。所属した人々は人頭税(ジズヤ)の貢納義務はあったが、各々のミッレトの長ミッ
レト・バシュを中心に固有の宗教、法、生活習慣を保つことが許され、自治権が与えられた。
15演崎友絵 fトルコにおける「国民音楽Jの成立jp.l2、松谷浩尚 f現代トルコの政治と外交jp.38 
に基づいて筆者作成。
!(Iジェム・ベハール『トルコ音楽に見る伝統と近代Jp.224における訳を転用したo
iJAAdnan Saygun AtGtU7Fh M MMS1hi，p.48、演崎友絵訳。
l出イスラム教神秘主義は英語でスーフイズムと総称される。彼らが粗末な羊毛の衣「スーフ」を
まとうところからそう呼ばれる。神秘主義とは人智の及ばない事物(=神秘)が存在する考え
方である。 世俗や物質文明を否定し、ひたすら献身と祈り、 i填想、によって'悟りを求める思想、を
持つ。イスラム教材!秘主義の人々は儀式においてイスラム教で好ましからざるとされる音楽を
重要な業としていることにより、イスラム教正統派に異端視されている。イスラム教神秘主義
はイスラム盟各地に見られ、 トルコにはメヴレヴイーとアレヴィーの二つの宗派が存在する。
19のちのアヤソフィア博物館。 1934年に世俗化されるまでモスクとして使用されていた。
20アザンとはイスラム教の礼拝の時間を伝えるため日に 5回ジャーミー(モスク)のミナレット
(塔)から行われる呼びかけである。本来イスラム教の聖典コラーンと同様に古典アラビア語
で表された語句を朗請されるものであるが、 トルコ共和国では世俗化の一環としてコラーンの
トルコ語訳とともにトルコ誌でアザーンを行うことを定めたが定着せず、再びアラビア諾に戻
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された 0
2i hfGnbul RGdyosル Anzlαだぬ~antzlar， p.77 
22 演 I11奇友絵『トルコにおける II~民音楽J の成立j p.l74 
β 松谷浩尚 f現代トルコの政治と外交jp.33 
2.1松谷浩尚『トルコ社会言語学jp.37 
25 Ibid.p.l24 
26首謀者である陸箪大佐タラット・アイデミル TalatAydemirの名から「第2次アイデミル事件j
とi呼ばれる 0
'27松谷浩尚『トルコ社会言語学jp，l24 
28欧州放送連合と銘打つてはいるが、元々は東西冷戦期に西側の結束とメディアや放送技術の促
進のために作られたものである。 冷戦時アメリカと同盟を結びNATOの一員としてロシアに
対していたトルコは 1950年設立時の加盟社 23社の中に含まれることとなった。
29この TRT4の放送は TRTイスタンブルでは行っていなしユ。
:30トルコ国内では放送されない。
lスルタンを含むオスマン帝国国民の大部分を占めるテュルク系民族の中で、都市部にすむ上流
階級や知識人を特にこう呼ぶ。
32ジェム・ベハール「トルコ音楽にみる伝統と近代Jp.218 
3 Metin Solmaz， Turkiye'de PO戸Muzik，p.23 
34演出奇友絵『トルコにおける「国民音楽Jの形成jp.l78 
35演崎友絵 fトルコにおける「毘民音楽Jの形成jp.l74 
36Arma差出 CockunErci， MuzゆをrSarzsozen p.l17、j賓崎友絵『トルコにおける「国民音楽」の形
成jp.l74における訳を参照。
~7 一党支配体制を布く共和人民党 (GHP) の文化組織として 1932 年に設立された機関。 トルコ全
土に支部を構え、各地方、農村ーにまで音楽、絵画、歴史、舞踊など「国民文化Jを教えること
でトルコ由民全土の啓蒙を図った。
対 i賓lu奇友絵 fトルコにおける「国民音楽」の形成jp.l70 
39 Ibid.，p.l74 
10語源は古代ギリシア劇における合唱舞踊回「コロスムこの単語自体は「合唱JI合唱団」を表
すコーラス chorus(英)、コール Chor(独)、クール ch白ur(仏)、コロ coro(伊)の語源となっ
ているが、 トルコの場合は隣国ギリシアから直接流入した言葉であると考えられる。
-11サズについては拙著卒業論文「援弦楽器サズのトルコにおける使用と象徴性Jの中で詳しく論
じている 0
42中央アナトリア、東アナトリア、東南アナトリアで見られる舞踊。人と人とが手をつなぎ連なっ
て蹄る「チェーンダンス」の一つO
43ただし例外として、イスラム教神秘主義のアレヴイ一派、メヴレヴイ一派においてはそれぞれ
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が民俗音楽と芸術音楽を儀礼に用いる。
竹中央アナトリア、東アナトリア、東南アナトリアで見られる舞踊。人と人とが手をつなぎ連なっ
て踊る「チェーンダンスjの一つO 伴奏はダウルがリズムを刻み、シプシやズルナ、パーラマ
が旋律楽器として用いられる。
':1:)歌唱法のひとつO 歌詞の l音節に対して、いくつかの音符を当てはめるような曲付けの仕方を
いう。イスラム教のアザーンやアラブ地域の音楽によく見られる。
G 歌 Jl~法の一つ。 瞬間的に音を上下させることで節回しを強調する。世界各地の民謡や日本の演
歌などによくみられる。
1 [司ーの単声旋律を奏でる株々な奏者や歌手が、音の動き、リズムやテンポを微妙にずらすこと
で異なった装飾や音型が生じ、偶発的・瞬間的に生まれた多声のこと。
'18 1名はカヴァルをはじめとするリードのない楽器、もう一名はシプシ、メイ、ズルナなどのりー
ドのある楽器を担当する。
19芯線を中心に巻線、を巻いた弦。サズの場合は綿糸を芯線としてスチールやステンレスの線を巻
く0
，0鶴Turnaは東・東南アナトリア地域に多いアレヴィ一派の象徴的な動物であり、彼らが儀礼
に用いる民謡の歌詞でよく扱われ、またアレヴイ一派が多いアーシュクの歌にもよく登場する
ためであると考えられる。
51ナガラはアゼルノてイジャン誌での呼称であり、 トルコ諾ではコルトゥク・ダウル KoltukDavul 
と呼ばれる。
臼 j賓IU奇友絵「ト jレコ共和国の形成と音楽ートルコ民謡と同1]声化JをめぐってJf地中海学研究 (33)1
p.80 
ロIbido
日しかし一方でこの言語による民族の統合はクルドなど少数民族にもおよび、未だ大きな問題と
なっている。
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現地誤査実施
① 2014 年 2 月 61ヨ~ 2014年3月10日
② 2014 年 9 月 1 日~ 2014年9月13日
インフォーマント
Dilek G白i山er氏 (TRTIstanbulRadyosuのTRTTurku部門部長)調査実施①
Kerem Bulutt (TRTIstanbul Radyosuのライブラリアン、ステージ・スタッフ)調査実施②
Zafer Gundo主du氏 (TRTIstanbulRadyosuのYurttanSesler Korosu指揮者兼音楽監督)調査
実施①、②
Yurttan Sesler Korosu (TRT istanbul Radyosu)の皆様調査実施①、②
他 TRTIstanbul Radyosu関係者各位
*こころよくお話を聞かせてくださった方々、また現地での通訳とすばらしいコーデイネートを
してくださった EsinYazarさんに、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
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